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令
和
５
年
度
よ
り
新
た
に
木
越
排
水
機
場
の
改
修
工
事
に
着
手

令
和
元
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
国
営
河
北
潟
周
辺
農
地
防
災
事

業
は
５
年
目
を
迎
え
、
事
業
も
本
格
化
し
て
き
ま
し
た
。
令
和
５
年

度
は
約

億
円
の
予
算
が
措
置
さ
れ
、
新
た
に
木
越
排
水
機
場
の

工
事
に
着
手
す
る
と
と
も
に
、
実
施
中
の
５
カ
所
の
施
設
で
工
事
の

進
捗
を
図
り
ま
し
た
。
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40

◆
木
越
排
水
機
場

今
年
度
新
た
に
工
事
着
手
し
た
木
越
排
水
機

場
は
、
河
北
潟
沿
岸
部
血
ノ
川
下
流
域
部
（
金
沢
市
）
の
排
水
を
担

う
重
要
な
施
設
で
す
。
今
回
の
整
備
に
よ
り
、
排
水
能
力
を
５
割
増

強
し
、
地
域
の
湛
水
被
害
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。
老
朽
化
し
た
２
つ

の
排
水
機
場
を
統
合
し
て
対
岸
に
新
設
し
、
令
和
９
年
度
の
完
成
を

目
指
す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
（
施
工
者

㈱
大
林
組
）

木越排水機場

令和5年10月工事着手。
仮設工（仮締切工）を実施中。

（R6.2撮影→）

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
へ
の
対
応

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
で
、
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
々
に

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
被
害
に
あ
わ
れ
ま
し
た
全
て

の
方
々
に
心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

河
北
潟
周
辺
地
区
に
お
い
て
も
、
最
大
震
度
５
強
を
観
測
し
、
揚

水
機
場
や
排
水
機
場
な
ど
、
主
要
な
農
業
水
利
施
設
に
お
い
て
、
甚

大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

特
に
被
害
の
大
き
か
っ
た
干
拓
地
内
の
４
つ
の
揚
水
機
場
（
東
部

第
一
、
東
部
第
二
、
西
部
、
南
部
）
に
つ
い
て
は
、
直
轄
災
害
復
旧

事
業
に
よ
り
、
早
期
の
復
旧
に
向
け
て
、
事
業
所
職
員
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

直轄災害復旧拠点の設置（３月１日）水管橋橋脚の傾倒（南部揚水機場）

幹
線
排
水
路
工
事
に
お
け
る
働
き
方
改
革
の
推
進

当
事
業
所
で
は
、
建
設
現
場
に
お
け
る
働
き
方
改
革
を
推
進
す
る
た
め
、

情
報
化
施
工
（ICT 

施
工
）
の
取
組
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

幹
線
排
水
路
工
事
で
は
、
令
和
２
年
度
の
工
事
開
始
当
初
は
、
大
型
土

の
う
で
仮
締
切
を
行
い
、
ド
ラ
イ
状
態
で
の
施
工
を
考
え
て
い
ま
し
た
が
、

ICT 

建
機
に
よ
る
水
中
施
工
を
試
験
的
に
採
用
、
今
年
度
か
ら
施
工
対
象

を
全
て
の
土
工
事
に
拡
大
し
、ICT 

施
工
を
本
格
実
施
し
て
い
ま
す
。

ICT

施
工
の
導
入
に
よ
り
、
重
機
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
モ
ニ
タ
ー
を
確
認

し
な
が
ら
図
面
ど
お
り
の
正
確
な
施
工
が
可
能
と
な
る
と
と
も
に
、
測
量

や
出
来
形
管
理
の
効
率
化
な
ど
に
よ
り
、
作
業
の
大
幅
な
省
力
化
等
が
実

現
し
、
建
設
現
場
に
お
け
る
働
き
方
改
革
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
ま
す
。

終
わ
り
に

当
事
業
所
で
は
、
河
北
潟
周
辺
地
区
の
豊
か
な
自
然
を
守
る
た
め
、

自
然
環
境
や
景
観
に
配
慮
し
て
工
事
を
行
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
国
営
事

業
の
こ
と
を
皆
様
に
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
、
毎
年
関
係
市
町

と
連
携
し
た
環
境
配
慮
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
令
和
５
年
度

は
、
金
沢
市
内
の
大
浦
小
学
校
と
花
園
小
学
校
の
５
年
生
を
対
象
と
し

た
環
境
学
習
会
を
八
田
排
水
機
場
の
現
場
で
開
催
し
ま
し
た
。
開
催
に

当
た
っ
て
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
金
沢
市
、
県
、
県
土
地
連
、
真
柄

建
設
の
皆
様
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

来
る
令
和
６
年
度
は
、
工
事
実
施
中
の
潟
端
南
及
び
八
田
排
水
機
場

が
完
成
し
、
国
営
事
業
の
効
果
が
見
え
て
き
ま
す
。
ま
た
新
た
に
金
沢

排
水
機
場
の
工
事
に
着
手
し
て
い
く
な
ど
更
な
る
事
業
進
捗
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。
引
き
続
き
、
国
営
事
業
の
推
進
に
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協

力
何
卒
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ICT建機による水中施工（切土法面整形）

車載モニターで
水中の施工面を確認↓
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※工期：約３ヶ月

万円

【幹線排水路L=130mにおける施工方法の比較検討】

効 果

ICT施工

従来施工
＋

仮締切工

コスト縮減・工期短縮の一事例（R３実績）

約３割
縮減

15,800万円

11,000万円

ICT建機による施工
11,000万円

従来施工
10,800万円

仮締切工
5,000万円

←既設の２機場を統合、
対岸に新機場を新設し、
排水能力を増強
（2.44m3/s→3.50m3/s)

補助ポンプ配管の破断（西部揚水機場）機場周辺の沈下・陥没（東部第１揚水機場）

新設位置

既設機場

至
河北潟



＜事業の概要＞
受益面積：3,145ha（水田1,948ha，畑1,197ha）
関係市町：金沢市，かほく市，河北郡津幡町及び内灘町
予定工期：令和元年度～令和13年度（13ヵ年）
事 業 費 ：390億円
主要工事：防潮水門１箇所，排水機場９箇所，幹線排水路3.2km，水管理施設一式

※その他関連事業により，排水機場４箇所を改修予定

＜令和５年度当初予算＞ 38.4億円（令和４年度まで37.7億円）
（令和５年度補正予算 7.0億円）

令和５年度 国営河北潟周辺地区 事業実施状況

内灘排水機場
金沢排水機場

津幡排水機場

宇ノ気排水機場

潟端北排水機場

舟橋排水機場

指江排水機場

潟端南排水機場

八田排水機場

大浦排水機場

木越排水機場

大場排水機場

粟ヶ崎排水機場

施設位置図

凡 例

令和４年度まで

令和５年度

令和６年度以降

幹線排水路

河北潟放水路
防潮水門

（R4.5月）

（R6.2撮影）本体工事に向けた仮締切工事を実施中

（R6.2撮影）排水樋門工事を実施中

（R6.2撮影）排水機場建屋を建設中

（R6.2撮影）除塵設備を据付中

（R6.2撮影）R５年度実施 L= 400m


